





















長崎市内公立小学校 3校の通常学級の担任に対して， I 
アンケート紙法による調査を行った。アンケートは，
村田ら (2008)の先行研究叫をもとに作成した。調
査期間 2010年 11月 18日から 11月 29日，回収率
94.4%，内訳回収 34人/依頼 36人。その結果は，
学級全体への支援 47.9%，特別支援児童への支援




















































X小学校 2年 a組 19名(内釈男子 9 1 _ー によ4二二ニ」
1 1.1 IIU'.皮橿児童 4名町白"
名，女子 10名)の児貨について，学級担 |晴 II .;，;;;;;-~;叫畑
任である A教諭(教職歴 26年，女性)と |はIII
11m I I 釦ぬる児童 6名
話し合いを持ち，在籍全児童を三つの層 |団 IL
(特別支援児童，気になる児童，自立児 ILJ  
童)に分け，主に特別支援児童 4名 (51 I 自立児童 9名
児-54児)と気になる児童 6名 (C1児~
(1 )特別支媛児童の実態
























































業 l時限 (45分間)を教室の前面から VTR撮影し，後日，再生し分析を行う。
(2 )翻査 2 rQ-U たのしい学校生活を送るためのアンケート J') 
児童の学級への満足の変化を測るためにrQ-Uたのしい学校生活を送るための
アンケートー1~3 年周一」を実施した。鯛査対象 ， 長崎市の公立小学校 X小学校
の 2年 a組児童 男子 9名，女子 10名，計 19名を対象とした.手続き;2010年
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前後の差 Mean so t値 相関係数
友人関係 P，e 1. 05 9.32 1. 84 -2 16・ 20 
Post 10.37 
学習意欲 P，e -0.10 9.84 1. 63 0.25 64・
Post 9.74 




学校生活意欲 Pre 0.94 29.53 
総合点 Post 30.47 
承包得点 Pre 0.26 17.32 
Post 17.58 
























児童の階層 Mean SD 標準誤差 F値 有意確率
Pre 自立児童 31. 56 3.17 1. 06 4.10 04・
気になる児童 28.67 2.50 1. 02 
学校生活意欲 特別支援児童 26. 25 4. 35 2.16 
総合点 Post 自立児童 31. 67 2.78 0.93 0.92 42 
気になる児童 28.67 3.98 1. 63 















児童の階層 差 Mean 統計量 有意確率
p，. 自立児童 5.31 31.56 2.72 02' 
学校生活意欲 特別支鐘児童 26.25 














Pre 自立児童 0.72 
Q-U群 気にな る児童





























































































































さらに，今後，学校教育現場に お い て は ， 本 実 践 研 究 で 述 べ た こ と を含め，
良い学級づくりのための効果的な様々な手法が実践されることが望まれる。
6 引用文献・参考文献
1 )文部科学省 特別支援教育の推進に関する開査協力者会蟻 審議経過報告 2010年 3月
2 )文部科学省 今後の特別支援教育の在り方について (参考 2)通常の学級に在籍する
特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態縞査 2003年
3 )吉岡奈緒 特別支援対象児童在籍クラスにおける居心地のよい学級づくり 協同学官的
手法を用いたグループ学習の実施一 揖1)価大学文系大学院紀要 2009年度 241-270 
4 )村田朱音松時博士 特別支援児が在籍する通常学級における包括的な学級支援 (2) 雑
誌及びアンケート調査にみる実践例の分析から- 2009年 l月 福島大学総合研究セン
タ一紀要第 6号
5) ，)、買悟 東京都日野市公立小中学校生教師 教育委員会 通常学級での特別支援教育の
スタ J ダードー自己チェックとユニパーサノレデザイン環境の作り方- 2010年 8月
東京書籍
6 )長崎県教育委員会 特別な教育的支援を必要とする子どものサポートマニュアノレ 2005 
年 10月
7)図上不二夫・ 1可村茂雄 Q-U楽しい学校生活を送るためのアンケート 1997年 図書
文化社
8 )河村茂雄 学級づくりのための Q-U入門「楽しい学校をつくるためのアンケート」活用
ガイド(第 2版) 図書文化社
-124 
